満弦ヶ崎より
　
　
龍之介＃３２
　
　
満弦ヶ崎は粉雪の中らしい。
　昨日届いたミアからの手紙は、初めて見る雪のことで埋められていた。『何もかも達哉さんから教わったことですが』という前置きから、まず満弦ヶ崎の気候についての説明がされている。
　曰く、基本的に温暖。夏は気温が上がるが、そこからの下降は緩やかで、寒さを感じるのは十二～二月の間。その冷え込みも厳しくなく、三月を迎えると暖かくなる。
　だから、『雪が降るのは凄く珍しい』のだという。達哉も、人生で数えるほどしか見たことがないと言っているそうだ。
　
「失礼致します」
　ドレスへの着替えを手伝ってくれているメイドが、フィーナの背中に回る。てきぱきとした手慣れた動作で着替えが進んでいく。月に戻ってきてから、ミアに代わって身辺の世話をしてくれているメイドだ。元々王家付きであったため、所作や礼儀作法も非の打ち所はなく、仕事もすぐに覚えた。不満は全くない。
　だが、手紙のせいだろうか。何でもないところで、ミアとの違いが意識させられる。例えば、手袋を着ける際にどちらの手が先か、髪を梳く際の手や櫛の動かし方、足音、お辞儀の角度、タイミング。声のトーン、息の継ぎ方。そう、ミアは鼻歌を歌うこともあった……。
　その一つ一つが、彼女はミアではなく、もうミアは隣にいないのだということをフィーナに自覚させる。
　逆に言えば、それらを無意識の内に憶えてしまうほどに、ミアと一緒にいた、ということだ。子供の頃から、ずっと、ずっと……。関係こそ主と従ではあるが、ある点では幼馴染みと言えるかも知れない。
（達哉と菜月は、元気でいるかしら？）
　いつも、ミアからの手紙には周囲の人の近況も添えられているのだが、今回に関しては雪が降ったことに驚いての報告が主で、それ以外のことにはほとんど触れられていなかった。前回の手紙から二週間ほどしか経っていない、というのもあるのだろう。その二週間前の手紙によれば、菜月は無事に目指していた大学に合格し、今は入学後を見据えた勉強に精を出しつつ、もうすぐ離れなければならない友人達と『真剣に』遊んでいるそうだ。達哉とミアも時々一緒に街へ行くのだとも書かれていた。
（今度地球へ上るとき、時間が取れればいいのだけれど）
　そんなことを思いながら、フィーナは腰を上げる。
「そろそろ時間ね」
　今日は政務で謁見の間へ行かなくてはならない。
「行ってらっしゃいませ」
　メイドがドアを開けながら、頭を下げる。ゆっくりとした歩調でフィーナが廊下へ出ると、ドアは音もなく閉まる。
「ふぅ……」
　フィーナは、間近にいても聞こえないほどの、小さな溜め息を漏らした。
　
　
　
　正直言って、今日の政務は気が重い。有力貴族や大臣達を個別に謁見の間へ招いての面談、ということになっているが、要は、自分や経営している企業、担当する部署に都合のいい要望を述べるのをただ聞くだけだ。会議であれば周囲を気に掛けたり、自分だけの益になるような発言は控えられたりするものだが、個別となるとその辺はあからさまだ。人間の利己主義的な汚い部分をこれでもかと見せられることになる。
　フィーナの父である国王は、貴族らの本音を聞き、知っておくことも王家の大切な仕事だと言っていた。とはいえ、やはりフィーナの足取りはいつもより重い。
（父様は、ただ自分の隣に座っていればいいと仰っていたけど……）
　実際に貴族らと話をするのは国王で、フィーナは後学のために横に控えて耳を傾ける、というのが今日の役目だ。簡単なことではある。だが、彼らの話がどんな内容になっても表情を崩してはならない。正義感に溢れるフィーナだからこそ、その我慢が何よりも辛い。
　
　廊下で足を止めて、窓の外に目を向ける。半月ずつ、昼と夜が訪れる月。今は夜の期間だ。空は暗く、頭上にはあまたの星が輝き、眼下の庭園も美しくライトアップされている。だが、そこには風は吹いておらず、雲もない。地球の夜は、一見静かに見えても、かすかな虫の音、やわらかに吹く風、草木や土の匂いといった、様々な命を感じることが出来たものだった。
（満弦ヶ崎は今、『寒い』のだってね。ミア……）
　フィーナはまだその言葉を頭でしか知らない。『暑い』は半年前の留学時に肌で感じることが出来たが、その対義語はまだ未経験だ。ミアも、初めて経験する冬の空気に戸惑いながらも、その空気がもたらす周囲や自分の変化に新鮮な感動を覚えているようだった。
　紅葉した葉が落ちたり、風の向きや温度が変わったり、八百屋や魚屋に並ぶ品が代わったり、手がかじかんで動かしにくくなったり、温かい料理の本当のおいしさに気付いたり、そして、『吐く息が白くなるんですよ！』と、とても驚いていた。
（来年、カレンにわがまま言ってみようかしら？　冬の地球に行きたいって……）
　ミアの手紙を思い出すと、本当に行きたくなってくる。暑さに慣れるのも大変だったのだから、寒さもやはり同様なのだろう。でも、ミアの言葉からはそれすらも楽しいことに感じられるから不思議だ。
（ふふっ……）
　小さく唇の端を上げて、フィーナは廊下を再び歩き出した。
　
　
　
　階段を下りる。一歩ずつ謁見の間が近づいていくことを意識して、心が引き締まっていく。
（そういえば……）
　ミアも『身が引き締まる思いです』と、いつかの手紙に書いていた。文化交流大使を任じた際の返信だ。そんなに肩に力を入れなくてもいいのに、と思った反面、真剣に月と地球との架け橋役たらんと頑張る姿が嬉しくもあった。『地球で人気があるから月ズッキーニの輸出量を増やすように』と告げた際の農政大臣の不思議そうな顔が忘れられない。『もっと驚かせてあげなさい』と、今度の手紙に添えておこう。
　カレンから聞いた話だが、ミアは地球に残ることになってから数ヶ月間、時折何か悩んでいるような、そんな姿が見受けられたらしい。達哉を筆頭に心配していたのだが、それもここ最近はなくなり、精力的に活動しているとのことだった。
（本当に……働き者なんだから）
　達哉も似たようなところがある。あの二人が旅行などに出かけてのんびり羽を伸ばすことはあるのだろうか。周りの人間が半分強制的に休ませなければそれすらもしないのではないかと心配になる。
（やっぱり、もう少ししたらこちらから招こうかしら。クララにも会ってもらいたいし）
　最後の一段を下り、フィーナは謁見の間へと続く廊下に降りた。
　
　
　
　手紙には、写真が一葉、同封されていた。
　無数の小さな雪片が風に舞う中、物見の丘公園をバックに、達哉と並んだミアが写っている。
『イタリアンズが雪にはしゃぎすぎて外に出たがったので、寒い中、達哉さんと麻衣さんとイタリアンズの散歩に出かけました』
　そう、したためてあった。だから、あの写真を撮ったのは麻衣なのだろう。そういえば、公園内で走り回るイタリアンズも一緒に写っていた。
（それにしても、ミアの姿のかわいらしさったら……）
　麻衣が着ていた物なのだろうか、白いコートを羽織っている。もこもことしていて、いかにも温かそうだ。首にはピンクのマフラーが巻かれ、細くて可愛らしい手は、厚手の手袋で覆われていた。装飾品でもなく、手を汚さないためでも、手で汚さないためでもない、冷えを防ぐための手袋を、フィーナはその写真で初めて見た。更に、
『寒さで赤くなった耳を見られてしまいまして……』
　写真の中のミアは、しっかりと耳当てを着けていた。毛に覆われたそれは、何とも温かそうだ。それら諸々の重装備により、小さくて華奢なミアの体は見事に着膨れていた。
（何より……幸せそうでよかったわ）
　カメラの前で微笑むミアも、その隣に並ぶ達哉も、いい顔で写っていた。毎日が充実しているのだろう。ミアから溢れんばかりの活力が写真越しに伝わってきた。
（不思議ね……）
　遠くにいるはずなのに、直に言葉を交わしてもいないのに、ただミアの顔を、言葉を思い浮かべるだけで、背筋が伸び、元気が出てくるのだ。まるで、まだ後ろに控えてくれているかのように。
　
　
姫様、ファイトです！
　
　声が聞こえる。そう、どれだけ遠く離れても、ミアは私の側にいる。
（頑張れる。……大丈夫よ、ミア）
　その声に背中を押されるように、フィーナは謁見の間の扉を力一杯、押し開けた。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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